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私
立
幼
稚
園
な
ど
に
通
園
し

て
い
る
幼
児
（
４
月
１
日
現
在

３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
と
４
月
１

日
以
降
満
３
歳
に
な
っ
た
子
ど

も
）
の
保
護
者
の
方
に
、
園
児

の
父
母
の
課
税
状
況
（
ほ
か
に

そ
の
園
児
を
扶
養
し
て
い
る
方

は
、
そ
の
方
の
分
も
含
む
）
で

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽
園
児
保
護
者
負
担
軽
減
費
補

　
助
金
　
保
育
料
の
一
部
を
補

　
助
し
ま
す
。

　●

対
象
…
私
立
幼
稚
園
、
私
立

　
の
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
、

　
地
方
裁
量
型
認
定
こ
ど
も
園

　
ま
た
は
幼
稚
園
類
似
の
施
設

　
（
保
育
園
は
除
く
）
に
通
園

　
し
て
い
る
方

　●

補
助
金
額
…
表
１
の
と
お
り

▽
就
園
奨
励
費
補
助
金
　
入
園

　
料
と
保
育
料
の
一
部
を
補
助

　
し
ま
す
。

　●

対
象
…
私
立
幼
稚
園
に
通
園

　
し
て
い
る
方

　●

補
助
金
額
…
表
２
の
と
お
り

▽
申
請
方
法
　
各
幼
稚
園
な
ど

　
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　
（
市
外
の
幼
稚
園
な
ど
に
通

　
園
し
て
い
る
方
で
、
幼
稚
園

　
な
ど
か
ら
申
請
書
が
配
ら
れ

　
な
い
方
は
、
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
）
。

▽
問
合
せ
　
児
童
課
保
育
係

　
（
直
通
５
５
８
・
１
９
８

　
２
）
へ

▽
申
請
免
除
（
全
額
免
除
・
一

　
部
免
除
）
　
被
保
険
者
、
配

　
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年

　
の
収
入
が
一
定
基
準
以
下
の

　
場
合
、
本
人
の
申
請
に
よ
り

　
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
学
生
納
付
特
例
　
大
学
、
短

　
大
、
専
修
学
校
な
ど
に
通
っ

　
て
い
る
学
生
で
、
前
年
の
収

　
入
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、

　
本
人
の
申
請
に
よ
り
受
け
ら

　
れ
ま
す
（
学
生
証
ま
た
は
在

　
学
証
明
書
が
必
要
で
す
）
。

▽
若
年
者
納
付
猶
予
　
被
保
険

　
者
（
30
歳
未
満
）
、
配
偶
者

　
の
前
年
の
収
入
が
一
定
基
準

　
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り

　
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
そ
の
他

　●

免
除
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
期

　
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

　
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に

　
算
入
さ
れ
ま
す
。
一
部
免
除

　
が
認
め
ら
れ
た
方
は
、
納
付

　
す
べ
き
額
を
納
め
な
け
れ
ば
、

　
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま

　
す
。

　●

学
生
納
付
特
例
、
若
年
者
納

　
付
猶
予
制
度
の
承
認
期
間
は
、

　
保
険
料
の
納
付
が
な
い
場
合
、

　
年
金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ

　
れ
ま
せ
ん
。

　●

承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年
以

　
内
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
（
追
納
）
。

▽
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
年
金

　
係
（
内
線
２
４
２
５
）
、
青

　
梅
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

　
金
保
険
料
課
（
☎
０
４
２
８

　
・
30
・
３
４
１
５
）

　
夏
に
は
献
血
者
が
少
な
く
、

輸
血
用
血
液
が
不
足
し
ま
す
。

献
血
は
、
駅
前
や
繁
華
街
な
ど

の
献
血
ル
ー
ム
や
献
血
バ
ス
な

ど
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
献
血
の
際
に
は
、
本
人
確
認

を
行
い
ま
す
の
で
、
運
転
免
許

証
、
学
生
証
な
ど
公
共
機
関
が

発
行
し
た
証
明
書
な
ど
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
時
間
　
午
前
10
時
30
分

　
〜
午
後
１
時
15
分
、
午
後
２

　
時
30
分
〜
６
時
15
分

▽
献
血
場
所
　
立
川
献
血
ル
ー

　
ム
（
立
川
モ
デ
ィ
地
下
１
階
、

　
☎
５
２
７
・
１
１
４
０
、
１

　
月
１
日
と
12
月
31
日
と
立
川

　
モ
デ
ィ
の
休
館
日
は
休
み
で

　
す
）

▽
問
合
せ
　
東
京
都
西
赤
十
字

　
血
液
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
２
９

　
・
０
４
０
５
）
へ

　
都
で
は
、
地
元
関
係
市
と
協

力
し
て
、
平
井
川
を
対
象
に
自

然
を
生
か
し
た
地
域
に
息
づ
く

親
し
め
る
川
と
す
る
た
め
、
広

く
地
元
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

を
す
る
場
と
し
て
、
流
域
連
絡

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
新
た
に
２
年
の
任

期
で
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
　
平
井
川
流
域
に

　
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
市
民

　
団
体
で
、
年
２
回
程
度
の
会

　
議
に
出
席
で
き
る
方

▽
報
奨
金
・
交
通
費
　
な
し

▽
応
募
方
法
　
７
月
22
日
（火）
ま

　
で
に
、
平
井
川
へ
の
思
い
や

　
意
見
な
ど
「
応
募
の
動
機
に

　
つ
い
て
」
の
作
文
（
８
０
０

　
字
程
度
）
に
郵
便
番
号
、
住

　
所
、
氏
名
、
年
令
、
性
別
、

　
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　
送
付
す
る
（
在
勤
・
在
学
・
市

　
民
団
体
の
方
は
そ
の
住
所
・

　
電
話
番
号
も
記
入
す
る
）

▽
結
果
通
知
　
選
考
し
、
７
月

　
下
旬
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

▽
応
募
・
問
合
せ
　
東
京
都
西

　
多
摩
建
設
事
務
所
工
事
第
二

　
課
「
平
井
川
流
域
連
絡
会
」

　
事
務
局
（
〒
１
９
８
―
０
０

　
４
２
　
青
梅
市
東
青
梅
３
―

　
20
―
１
　
☎
０
４
２
８
・
22

　
・
７
３
１
５
）
へ

　
都
で
は
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
に
基
づ
く
応
急
危
険
度

判
定
員
と
し
て
登
録
で
き
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
登
録
を
希
望

さ
れ
る
方
は
講
習
会
受
講
後
、

登
録
証
を
発
行
し
ま
す
。

▽
期
日

　●

第
１
回
…
９
月
３
日
（水）

　●

第
２
回
…
10
月
２
日
（木）

▽
時
間
　
午
後
１
時
40
分
〜
５

　
時
▽
場
所
　
東
京
都
庁
第
１
本
庁

　
舎
５
階
大
会
議
場

▽
対
象
　
建
築
士
（
建
築
士
法

　
第
２
条
に
規
定
す
る
１
級
、

　
２
級
、
木
造
建
築
士
）
の
資

　
格
が
あ
る
方
で
、
都
内
在

　
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
各
５
０
０
人

▽
費
用
　
無
料

※
応
急
危
険
度
判
定
員
…
余
震

　
な
ど
で
建
築
物
の
倒
壊
な
ど
、

　
二
次
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、

　
地
震
発
生
後
速
や
か
に
建
築

　
物
の
被
災
状
況
を
調
査
し
、

　
そ
の
建
築
物
の
当
面
の
使
用

　
の
可
否
を
判
定
し
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法
　
７
月
18
日
（金）

　
（
必
着
）
ま
で
に
、
申
込
書

　
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、
郵

　
送
す
る
か
直
接
お
持
ち
く
だ

　
さ
い
。

▽
申
込
書
の
配
付
・
問
合
せ
　

　
地
域
防
災
課
防
災
安
全
係

　
（
内
線
２
３
４
３
）
、
東
京

　
都
都
市
整
備
局
建
築
企
画
課

　
（
☎
03
・
５
３
８
８
・
３
３

　
４
8
）

▽
水
の
事
故
を
防
ご
う

　●

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
は
目
を

　
離
さ
ず
、
大
人
が
付
き
添
う

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　●

体
調
が
よ
く
な
い
と
き
な
ど

　
は
、
遊
泳
は
行
わ
な
い
よ
う

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

　●

河
川
で
は
、
天
候
の
変
化
に

　
注
意
し
遊
泳
な
ど
を
中
止
し

　
ま
し
ょ
う
。

▽
熱
中
症
を
防
ご
う

　●

外
出
時
は
、
帽
子
や
日
傘
な

　
ど
で
直
射
日
光
を
避
け
ま
し

　
ょ
う
。

　●

こ
ま
め
に
休
憩
、
水
分
補
給

　
を
し
、
炎
天
下
や
非
常
に
暑

　
い
な
か
で
の
長
時
間
の
作

　
業
・
ス
ポ
ー
ツ
は
避
け
ま
し

　
ょ
う
。

▽
花
火
の
事
故
を
防
ご
う

　●

花
火
を
人
に
向
け
た
り
、
燃

　
え
や
す
い
も
の
の
近
く
で
は

　
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　
う
。

　●

使
用
前
に
は
説
明
書
を
よ
く

　
読
み
、
注
意
事
項
を
必
ず
守

　
り
正
し
く
取
り
扱
い
ま
し
ょ

　
う
。

　●

花
火
を
す
る
と
き
は
バ
ケ
ツ

　
な
ど
に
水
を
用
意
し
、
残
り

　
火
を
完
全
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

　●

子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
と

　
い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ
　
秋
川
消
防
署
（
☎

　
５
９
５
・
０
１
１
９
）
へ

愛
の
血
液

助
け
合
い
運
動
月
間

平
井
川
流
域

　
　
連
絡
会
委
員
募
集

夏
季
に
起
こ
り
や
す
い

　
　
　
　
事
故
の
防
止

国
民
年
金
に
は
納
付
が

困
難
な
方
の
た
め
に
、

負
担
を
軽
く
す
る

　
　
制
度
が
あ
り
ま
す

保育料の一部を
　　　　補助します
保育料の一部を
　　　　補助します
保育料の一部を
　　　　補助します

表１　園児保護者負担軽減費補助金

表２　就園奨励費補助金

防災ボランティア
制度に基づく
被災建築物

応急危険度判定員
養成講習会

私 立 幼 稚 園 の私 立 幼 稚 園 の同一世帯から２人以上、
幼稚園、特別支援学校
幼稚部、幼稚園類似の
幼児施設、保育所また
は認定こども園に在籍
している場合の左記以
外の幼児
（第２子以降）

１人在籍の場合と同一世
帯から２人以上、幼稚園、
特別支援学校幼稚部、幼
稚園類似の幼児施設、保
育所または認定こども園
に在籍している場合の最
年長の幼児
（第１子）

１人就園の場合と同一
世帯から２人以上就園
している場合の最年長
園児　　　（第１子）

同一世帯から２人以
上就園している場合
の次年長園児
（第２子）

同一世帯から３人以
上就園している場合
の左以外の園児
（第３子以降）

対象になる世帯 補助金額（月額）

対象になる世帯 補助金額（年額）

※課税額、非課税は、住宅借入金等特別税額控除、配当控除と外国税額控除の適用
　前の平成20年度の市（区・町・村）民税に基づきます。

　●課税額、非課税は、住宅借入金等特別税額控除、配当控除と外国税額控除の適用前の平成20年度の市（区・
町・　村）民税に基づきます。
　●兄・姉が特別支援学校幼稚部、認可保育所、認定こども園か知的障害児通園施設、難聴幼児通園施設、肢体
　不自由児施設通園部、情緒障害児短期治療施設通所部（これらの施設の児童デイサービスの利用を含む）に
　通所する幼児の場合も人数に数え、当該園児が第何子になるかを決めます。
※同一世帯に小学校１年生から３年生までの兄・姉がいる方は、その子を第１子（２人以上は第１・２子）と
　みなし、当該園児を第２子・第３子以降とし、（　）内の金額を適用します。

所得割が非課税になる世帯と
生活保護世帯

所得割課税額が34,500円以下
になる世帯

所得割課税額が34,501円以上
183,000円以下となる世帯

所得割課税額が183,001円以
上216,700円以下になる世帯

上記に該当しない世帯と幼稚
園類似の施設（保育園は除く）
に通園している世帯

9,500円

7,800円

146,200円

110,800円

84,200円

59,200円

165,000円
（129,000円）※

146,000円
（106,000円）※

129,000円
（83,000円）※

190,000円
（162,000円）※

253,000円
（147,000円）※

248,000円
（126,000円）※

243,000円
（106,000円）※

260,000円
（176,000円）※

9,500円

6,800円 8,900円

5,700円 8,300円

3,300円

非課税となる世帯および生活保護世帯

所得割が非課税となる世帯

所得割課税額が34,500円以下になる世帯

所得割課税額が34,501円以上183,000円
以下になる世帯


